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Abstract: In this paper, authors report integration of two independent database systems, which are a busi-
ness matching system and a manufacturing technology database system, with using `knowledge chain
search.' The `knowledge chain search' is the method to ˆnd the knowledge chains connecting among two or
more datasheets on the World Wide Web. For the developed search system, a datasheet-author must declare
name-space of words described in his/her sheets, we call it `label space' to distinguish from the name-space of
`XML' framework, and must deˆne the identity of the word over the name-space in the RDF (Resource
Description Framework) ˆle corresponding to the datasheet. Once such the deˆnition and the link among the
words over the name-space are established, the developed web robot maintains the dedicated database of the
connection of datasheets with referring shared word between the sheets. The knowledge chain search system
ˆnds knowledge chains among two or more datasheets in the form of a chain of datasheets. This search sys-
tem has been developed for a manufacturing database to help user to ˆnd the connection between technol-
ogies for various manufacturing processes to improve a process chain in the total manufacturing. However,
the authors think that it can be applied on the other information chain over the knowledge domain. Therefore,
the authors apply it on the integration of a business matching system and manufacturing technology database
with gathering both kind of data sheet. Thanks to the knowledge chain search system, the user can ˆnd
knowledge chain amongst a company to a technology, a technology to a technology and a company to a com-
pany in the form of the chain of datasheet of the company proˆle or technological information. The system
ˆnds datasheet chains simply with referring shared words, and the fond chains include nonsense ones. The
computer does not interpret the meaning of the found chain in fact, and the user does it by himself uncon-
sciously. Such the unconscious interaction among the search result and user's background knowledge makes
the found chain a meaningful `knowledge chain'.
Key Words: WEB system, human interaction, business matching, search engine, RDF, semantic WEB,
knowledge chain
要 約筆者らが提案するナレッジチェインサーチ（突合せ検索）システムを，それぞれ独立した企業マ
ッチングデータベース，加工技術データベースに適用し，両者のインテグレーションを図ったので報告す
る。ナレッジチェインサーチは「風が吹けば桶屋が儲かる」式に，2 つ以上の WEB ベースのデータシート
の技術トピック間を繋ぐ知識の連鎖（ナレッジチェイン）を他データシート群の検索結果の形式で発見する
仕組みである。上記実現のためには，各技術文書の各著者が自らの命名空間名（ラベルスペース）を宣言し，
命名空間間の用語の同一性を RDF によって記述する必要がある。一旦そのようなリンクが形成されると，
登録された命名空間の単語を利用して各著者が記述したデータシート文書を WEB ロボットが巡回し，各文
書の連関関係を自動的にデータベース化する。ナレッジチェインサーチシステムはこのデータベースを利用
加工技術 WEB データベースと企業プロファイルデータベースの RDF を用いた連携
して，ユーザが指定する二つ以上のデータシートの連関をデータシートの繋がり（ナレッジチェイン）の形
で検索する。このナレッジチェインサーチシステムは，当初，加工プロセスチェインにおけるトータルな技
術開発情報を得るため，異なる加工種の技術間の連関を調査する目的で開発されたが，異なる知識のドメイ
ン間における情報の連繋に利用可能であると考えられることから，企業プロファイルデータベースと加工技
術データベースのインテグレーションとして，両者のデータを混在させて利用することを試みた。企業―技
術間，技術―技術間，企業―企業間のマッチングにおいて，企業・技術の連関を調査することができ，開発
に必要な技術や企業，開発ターゲットの調査に援用することができる。本システムは単純に言辞の共有に基
づいたデータシート連鎖の探索をしているだけであって，発見された連鎖には無意味なものも含まれる。従
って，連鎖の意味の解釈は実際には計算機ではなくユーザが行っており，検索結果とユーザのバックグラウ
ンド知識の無意識的なインタラクションによって，はじめてユーザにとって意味のあるナレッジチェインと
なる。
キーワードWEB システム，インタラクション，ビジネスマッチング，検索エンジン，RDF，セマンティ
ック WEB，ナレッジチェイン
. は じ め に
近年の IT の発展により，生産現場に深くデジタル技
術が浸透し，生産業務の中で欠かすべからざるものとな
っている。このような生産現場の環境の変化に伴い，加
工現場においてデジタル技術を使いこなして業務を遂行
する加工のマイスター（達人），すなわちデジタルマイ
スター1)2)が新しい技術者像として期待されている。現
状の企業現場では，生産に関連する業務の多くが，紙の
書類・2 次元の図面などレガシー上での処理と 3D モデ
ルなどデジタルシステム上での処理の中で混在し進行し
ているが，より高効率な労働生産性を求めて，金型・工
程設計や見積もりなど，生産上の間接業務をデジタル技
術の上に集約し，効率化を目指す試みが盛んである。山
田2)は，デジタルマイスターの出現は，三次元 CAD を
使いこなし，生産性を劇的に向上させる知的な産業革命
であるとしている。このような状況下，故小渕元総理の
発意で設けられた「ものづくり懇談会」において，もの
づくり現場における，熟練技能者の減少という「人の問
題」とわが国の製造現場の IT によるシンセシスの遅れ
という「IT 化の問題」，中小企業における熟練技術者の
確保と IT 化を進める体力の不足という「中小企業の問
題」について討議され，平成12年に報告書3)が提出され
た。
従来からわが国においては，産官学を問わず製造技術
者の中で「ものを考えなくなる｣4)と IT に対する根強い
警戒感がある。そのため，一部の大企業を除いた企業で
は，高度な製造技術を持ちながら，IT によるシンセシ
スがデジタルマイスターの出現に十分なものに繋がらな
いのではないかという危惧があった。デジタルマイス
ターの基盤環境として，情報通信・製造環境が有機的に
組み合わさって高い効率性を確保することが必須であ
り，そのためには，知的基盤，ソフトウェア基盤，人的
な基盤の公的整備が必要となる。
平成12年に中小企業庁長官の私的諮問私的諮問会議
である「中小企業基盤技術研究会｣5)においても，中小
企業のものづくり支援について討論され，技能の技術化
のスパイラルモデルを含む技能の技術化（客観化，マニ
ュアル化，デジタル化を含む）の方法論，技術者の育
成，国立研究所・公設試験研究機関および大学を連繋す
る人のネットワークと IT による支援について提言がな
され，平成13年度より新エネルギー・産業技術総合開
発機構（NEDO）委託事業として「ものづくり・IT 融
合化推進事業」が産業技術総合研究所において行われ，
開発項目◯「加工全般の技能の技術化」の成果として，
WWW ベースの「加工技術データベース」が開発され，
平成17年現在において無償会員制の形態でインターネ
ット上で公開されている。
一方，経済産業省が平成13年度から推進する「産業
クラスター計画｣6)は，「『地域経済の再生には，地域に
おいて成長性のある新規分野を開拓していく産業・企業
の創出が必要である』という認識に立ち，比較優位のあ
る産業，それらを支える大学，研究機関等のポテンシャ
ルをうまく活かし，地域経済を支え世界に通用する新事
業が次々と展開されるような産業集積（産業クラスター）
を形成していくことを目標」とした施策であり，全国で
19プロジェクトが立ち上がった。中国地域において
も，機械産業の持つポテンシャルを活用し医療機器分野
など新規成長産業の創出を目指す「機械産業新生プロジ
ェクト」と世界トップレベルの循環型産業の創出を目指
す「循環型産業形成プロジェクト」の 2 プロジェクト
が，それぞれ，約100社 9 大学，約80社 7 大学の参画を
得て，中国経済産業局によって展開された。その中で
700社あまりの会員企業を有する中国地域ニュービジネ
ス協議会は，産業クラスター計画の中核的支援機関と位
置づけられ，本事業の目指すところである産業クラス
ターの形成に向け，事業の円滑な実施と関係各位のより
一層の連携を図ることを目的として活動している。これ
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図 加工技術データベース
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まで中国地域ニュービジネス協議会では，産業クラス
ター計画の中核的推進機関である事業実施母体となる
「産業クラスターフォーラム」を設置し，中国経済産業
局次世代産業振興室および循環型産業振興室の指導の下，
 交流・マーケティング支援事業（企業間・産学官
交流加速化事業）
 ニーズ・シーズのマッチング，コーディネート事
業
 人的ネットワーク形成事業
 情報提供事業
を中心に活動を行ってきた7)。その一環として，中国ニ
ュービジネス協議会では，産業クラスタ計画に基づき企
業マッチングを目的としたデータベースを構築し，公開
した。
上記の「加工技術データベース」と「企業マッチング
データベース」は，構造・内容ともにそれぞれ独立して
構築されてきたシステムであるが，本報では，筆者らが
提案するナレッジチェインサーチ（突合せ検索）システ
ムを，それぞれ独立した企業マッチングデータベース，
加工技術データベースに適用することで両者のインテグ
レーションを図り，企業および技術のマッチングのため
の情報検索環境構築を試みたので，報告する。
. 対象としたデータベースの概要
. 加工技術データベース8)
「ものづくり・ IT 融合化推進事業」「開発項目◯加工
全般の技能の技術化」の基本計画において，15種目の
加工法全般の技能の整理・体系化を行い，そのデジタル
化の結果をインターネット上で公開するとしている。そ
れを受けて産業技術総合研究所ものづくり先端技術研究
センター（当時）において 5 ヵ年の研究開発が実施さ
れ，図 1 に示すような加工技術データベースが製作さ
れた。データベース製作にあたっては，15加工法毎に
データベースを構築するワーキンググループを構成し，
ワーキンググループ長として企業や大学より有識者を客
員研究員として招聘した。データベース内容は，
WWW ページを基礎とした加工ノウハウデータシー
ト，加工条件データシートや，アニメーションなどを含
む加工技術の教科書的資料，技術計算機能を内蔵した
データシートなどである。2 年目より日本国内の居住者
の技術者個人を申込資格とした無償会員制で公開され
た。会員数（ユーザ数）は平成17年 7 月で3000名を超
えた。データについては，利用者アンケートや，企業に
おける評価の実施でその内容がチェックされ，追加・改
良が続けられている。
. 企業マッチングデータベース
中国地域ニュービジネス協議会では，産業クラスター
計画の中核的推進機関である事業実施母体となる「産業
クラスターフォーラム」を設置し，
 参加企業コア技術把握及びコーディネートのため
の企業訪問
 大学等の産学連携に熱心な研究者及び技術シーズ
の発掘
を行った。上記成果を元に，
 コア技術の抽出と展開マトリクスの作成
 参加企業のコア技術，大学等のシーズの DB 化
を行い，「産業クラスターフォーラム参加企業データベー
ス」としてとりまとめた。
データベースの内容は，中国地域ニュービジネス協議
会会員及び「産業クラスターフォーラム」メンバーに対
する企業訪問によって得られた詳細な企業プロファイル
データをもとに作成されている。作成されているデータ
には 2 種類があり，◯広く域外を含めて中国地域企
業・官学団体と連携を希望するゲストユーザが閲覧でき
る公開データと◯パスワード制限されたより詳細なデー
タがある。図 2 はこのうちゲストユーザとしてログイ
ンした場合のデータベースの実行画面である。
詳細ボタンにより，企業名，業種種別，住所・資本
金・年商・従業員数・代表者などの企業概要，担当者連
絡先，事業内容，コア技術，主要商品情報，ひとこと
PR などを閲覧できる。また，各企業のプロファイルの
閲覧画面から，ボタン一つで中国地域ニュービジネス協
議会にコーディネイトの依頼を出すことができるように
なっている。
また図 3 に示すような検索機能を備えており，一般
的な検索システムと同様なフリーキーワードに加え，地
域，加工プロセス，業種に限定をして検索することがで
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図 産業クラスタフォーラム参加企業データベース
図 産業クラスタフォーラム検索画面
図 突合せ検索（knowledge chain search）の概念図（「風」
と「桶屋」を対象とした，電子ファイル文書 1, 6 間の
検索の例文書 2～5 が検索結果（ナレッジチェイン）
となる）
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きるようになっている。
. ナレッジチェインサーチ（突合せ検索）
による企業マッチングデータベース・
加工技術データベースのインテグレー
ション
. インテグレーションの概要
筆者らは，ナレッジチェインサーチ9)10)を用い，第 2
章に示した独立した背景を持つ加工技術データベースと
企業マッチングデータベースのインテグレーションを図
った。ナレッジチェインサーチは「風が吹けば桶屋が儲
かる」式に，2 つ以上の WEB ベースのデータシートの
技術トピック間を繋ぐ知識の連鎖（ナレッジチェイン）
を他データシート群の検索結果の形式で発見するために
開発された検索システムである（図 4）。例えば，ユー
ザが指定したある「切削加工条件」に関するデータシー
トと「AlSi 材鋳造」に関連するデータシートから，デー
タシート間を連繋する新たなデータシート，例えば「Si
初晶径」「冷却速度」関連のデータシートを検索し，ユー
ザにとって有用な知識の連繋を発見するものである。ナ
レッジチェインサーチシステムは，当初，加工プロセス
チェインにおけるトータルな技術開発情報を検索するた
め開発された。しかし，本報ではこのようなデータシー
ト間の連関を検索する特徴を生かし，加工技術データ
ベース・企業マッチングデータベースより，加工技術
データシート，企業プロファイルデータシートを抽出・
混在させ，ナレッジチェインサーチの検索対象とするこ
とにより，企業・製造技術マッチングシステムを構築す
る。この企業・製造技術マッチングシステムシステムの
利用イメージは，技術コーディネータが
 協業するべき企業
 協業で効果的な技術開発課題
 協業により可能となる問題解決技術
発見することを想定しており，ついで企業技術者自身
が，協業先や技術トピックを発見することを想定してい
る。例えば，ナレッジチェインの一端（a terminal
datasheet）に，トラブルやこれから開発したい技術開
発に関連した技術データシートを指定し，もう一方の端
に特定の企業プロファイルデータシートを指定すること
で，その企業が特定のトラブル解決・技術開発を行うの
に，連関する技術開発データ，企業データを発見するこ
とができる。また，近年，日本型ものづくりに関し，
「擦り合せ｣11)の重要性が指摘されているが，2 つ以上の
技術課題に関連するそれぞれの加工技術データシートを
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図 RDF 要素の階層図
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ナレッジチェインの端とすることで，「擦り合せ」に必
要な技術開発データや有望な協力企業候補を発見するこ
とができる。
本検索機能の実現のためには，データシートごとに用
語と意味との対応関係の同一性の保証の範囲を宣言する
必要があり，後述する XML および RDF（Resource
Description Framework）を用いてそれらを技術文書に
組み込む必要がある。検索システムは，突合せ検索シス
テムは共有する言辞により接続されたデータシートの連
鎖を機械的に知識の連繋（ナレッジチェイン）とみなし，
ユーザが指定した言辞群をすべて含むナレッジチェイン
を検索する。
. RDFの記述規則9)
各データシートファイルの記述は，それぞれユニーク
な名前空間に属するボキャブラリで記述されていると考
える。そのため，名前空間と名辞のペアが一致した場合
にのみ同一（の意味）の言辞（論述集合への命名関係が
同一）であるとする。本研究では，この名前空間を
XML の名前空間（ネームスペース）と区別して便宜的
に「ラベルスペース」と呼ぶ。データシートの記述者ま
たは検索システムの構築者は，まず，各データシートに
対応する RDF ファイルに，当該データシート内に現れ
る名辞のラベルスペース名（ラベルスペース ID）を宣
言する。ラベルスペース名は，ユニークさを保証するた
めデフォルトでは各データファイルに付加する RDF の
URI とし，当該 RDF 内で宣言する。しかし，本質的に
は，著者や著作物の構成（例えば，一冊の本の中の各章
をそれぞれデータシートとみなした場合など）によっ
て，ラベルスペース名はデータシート間を跨るべきもの
である。そこで，ラベルスペースを代表する URI を複
数のデータシートで宣言することもできるものとした。
上記のラベルスペース名（ラベルスペース ID）と名辞
のペアを用いて，データシート著者（著者 A）は，自
身の著作と他の著者（著者 B とする）の著作物との関
係（メタデータ）を，「語の引用」「意味の借用」の二つ
の概念で RDF または XML/XHTML 形式で記述する。
 語の引用（語の埋め込み）
「語の引用」は他の著者 B のラベルスペースと名辞
を，そのまま文書中に埋め込むものである。該当個所の
名辞は，著者 B のラベルスペースから引用されたもの
で，著者 A のラベルスペースに属さない。
 意味の借用
「意味の借用」は著者 A のラベルスペースにおける特
定の名辞に関し，著者 B のラベルスペースにおけるあ
る名辞と同一の意味を持つと宣言し，その命名関係を借
用する。
情報のリンクという観点からは，本システムにおける，
は，著者 B のある名辞と著者 A のあるデータシート
の間に，は著者 B のある名辞と著者 A のある名辞間
に，ソーシャルリンクを張ったものと解釈することもで
きる。図 5 に本システムで用いる RDF 要素を示す。
rdfRDF 要素は，RDF の最上位階層である。uri 要素
は URI, range 要素は XPointer 等によりデータシート
中のある範囲を記述する。allow 要素は語の意味の借用
を許可するドメインを指定する。deny 要素は言辞の意
味の借用を許可しないドメインを指定する。 sear-
chLabel 要素は突合せ検索語（検索対象語）を宣言する。
use 要素では，突合せ検索語宣言された言辞（ラベル）
が，実際にデータシート中で使用されているかどうかを
表すフラグを記述する。copiedLabelSpace 要素はラベ
ルスペースの借用に関する記述を行う。 copied-
MeaningLabel 要素は語の借用に関する記述を行う。
copyMeaningLabel 要素に，他のラベルスペースより借
用した意味について，当該データシートで対応させる言
辞（文字列）を記述する。意味の借用元については
copiedMeaning 要素に記述する。embededMeaning 要
素には語の引用（埋め込み）に関する記述を行う。em-
bedMeaningLabel には当該データシートの語の埋込み
個所について記述し，embededMeaningLabel 要素で埋
め込みされる語（言辞とラベルスペース名）を記述する。
. サーチシステムの構成
. 基本構成9)
開発した検索システムの主要部は，Web 巡回ロボッ
ト，検索用 DB，ナレッジチェインサーチ（突合せ検索）
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サーバの各コンポーネントからなる。Web 巡回ロボッ
トは登録サイトのデータシートを巡回し，RDF ファイ
ルおよび XML/XHTML ファイルの内容から，突合せ
検索語（全文検索語を含む）のデータエントリと関係テー
ブル情報を管理するデータベース（検索用 DB）を更新
する。特定のデータシートの RDF で新たな意味の借用
が発見された場合，同一のラベルスペースを利用し，か
つその名辞を含む全てのデータシート群に対しデータの
更新が反映される。本ロボットは RDF ファイル用と
HTML/XML ファイル用それぞれについて起動する。
データがロボットにとって非透過なデータシートファイ
ル（例えば CAD などのアプリケーションが生成するバ
イナリファイルによる文書・図面など）については
RDF の情報のみでデータエントリが作成される。逆に
この機能を利用すれば，暗号化でファイルの記載内容を
隠蔽しながら検索の対象とすることもできる。ナレッジ
チェインサーチ（突合せ検索）サーバは検索エンジンサ
イトとして機能し，ユーザはこのサイト上の WWW
ページのフレームを介して，データシートを閲覧する。
検索システムはユーザが閲覧しているファイルを監視し
ており，検索用 DB を参照し，ナレッジチェインの一端
として指示可能な突合せ検索語（terminal term）をユー
ザに対してリアルタイムで表示する。ユーザは複数の
データシートの閲覧を行い，その際に突合せ検索語を順
次指定していく。ユーザは複数の突合せ検索語（とデー
タシート）を登録した後，ナレッジチェインサーチ（突
合せ検索）を，検索システムに指示する。システムは，
予め WEB 巡回ロボットによりメンテナンスされた検索
用 DB のデータテーブルを用い，共有する語（語の引用
または意味の借用）により接続されたデータシートの連
鎖のうち，ユーザが指定した言辞群を全て含むナレッジ
チェインを探索する。検索結果は XHTML としてユー
ザに提示されるが，XML データとしてアプリケーショ
ンから利用することも可能である。開発したシステムで
は連鎖の枝刈りは行っておらず，最大 3 ホップまでの
ナレッジチェインまでしか探索しないことにより，探索
空間を制限している。また，本システムは Namazu12)を
利用した全文検索機能も有する。
. 加工技術データ・企業マッチング検索のインテ
グレーションのためのシステムの分散とアクセ
ス制御
今回の加工技術データベースのデータと企業プロファ
イルデータは，その製作の母体となった事業・事業者が
異なるため，データの著作・所有についての権利関係や
公開ポリシーの違いが非常に複雑であるという問題があ
る。また，データの利用者についても産業コーディネー
タと一般の利用者の間に開示して良い情報の範囲が異な
るという問題がある。そこで，それぞれの問題を解決す
るために，インターネットの一般的なアクセス制御・ア
クセス制限と親和する形で，システム・データの分散を
図る必要がある。図 6 は，そのためのシステム・デー
タの分散と利用の模式図を示している。同一のデータ群
に関し，検索サーバは複数あり，データファイル，
RDF ファイルの各検索サーバ，WEB 巡回ロボットの
アクセシィビリティはファイヤウォールによって制限さ
れる。各検索サーバに対応する検索用 DB の内容は，そ
れぞれ WEB 巡回ロボットの動作により更新されていく
ため，オープンな領域におかれたデータシート，RDF
ファイルに関するデータテーブルはほぼ共通の状態に近
づいていく。データシートは同一の WWW サーバ上に
設置する必要は無いので，権利関係上問題の起きないサ
イトに設置する。今回の例では，加工技術データは産業
技術総合研究所のサイト，企業プロファイルデータは中
国ニュービジネス協議会のサイトに置くものとした。
ファイヤウォール内側のデータシート，RDF ファイ
ルについては，ファイヤウォール内部の検索サーバーの
みからしか閲覧できない。企業プロファイルデータシー
トのうち，産業コーディネータ用をファイヤウォール内
部に，産業コーディネータ用データシートをもとに，一
部省略・簡素化された一般ユーザ用のファイルをファイ
ヤウォール外部に置くものとした。ただし，産業コーデ
ィネータ用資料をもとに作られた RDF ファイルを，簡
素化されたデータシート用に転用し，マッチングの有効
性に悪影響を及ぼさぬよう配慮する。また，加工技術
データに関しては，データシート閲覧には WWW サー
バのアクセス制限（パスワード）によりアクセス制限を
かけるが，RDF ファイルはオープンとし，検索は自由
に行うことができるものとした。
また，RDF ファイルをファイヤウォール内部におく
ことで，検索対象範囲の制御をすることも可能である。
どのようなデータシートが存在するか RDF ファイルか
ら推測したり，ナレッジチェインサーチのサーバの動作
からどのような技術の組み合わせについてユーザが興味
を持っているかある程度推測が可能であると思われるの
で，仮に，企業内部データと公開データに跨るナレッジ
チェインサーチ環境を構築しようとする場合には，検索
サーバ，RDF ファイルの設置場所，アクセス制限・制
御の仕方について様々なパターンを検討し，対応するこ
とになる。
. 加工技術データ・企業マッチング検索の
実施例
. 実施の具体例
「広島県の鍛造会社 A 社が溶湯鍛造品をドリル加工を
する」ための技術開発をコーディネートする目的でシス
テムを利用する想定で，加工技術データ・企業マッチン
グ検索事例を示す。まず，図 7，図 8 のように最初にナ
レッジチェインサーチのポータルサイトで当該企業の

図 企業・製造技術マッチングシステムにおけるシステム・データの分散と利用イメージ
図 企業検索結果
図 企業プロファイルデータシート
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データシートを呼び出した。次に「ドリル加工」をキー
ワードとして全文検索を行い，図 9 のように原田らの
「素形材の被削性向上に関する研究｣13)を選んだ。そし
て検索語としてそれぞれ「鍛造」と「被削性」を突合せ
検索語として登録し，ナレッジチェインサーチをかけた
ところ図10のように，16件のデータシートの連鎖（ナ
レッジチェイン）が出力された。本システムは単純に言
辞の共有に基づいたデータシート連鎖の探索をしている

図 データシート例12)
図 ナレッジチェインサーチ結果
表 システム登録企業の参加するプロジェクト数
登録企業の参加数
(プロジェクトあたり) 該当するプロジェクト数
4 社 1
3 社 3
2 社 11
1 社 26
0 社 17
加工技術 WEB データベースと企業プロファイルデータベースの RDF を用いた連携
だけであるので，この検索結果には無意味に見えるもの
も含まれていたが，同時に「機械加工から熱処理まで一
貫した生産技術を有する」企業と「素材の熱処理方法」
に関するデータシートの組み合わせ，「鋼・Mg 合金の
鍛造・熱処理・機械加工」と「ステップ送りによるドリ
ル寿命向上」に関するデータシートの組み合わせも発見
された。これらの組み合わせについて，強い技術的・商
業的な連関があり，筆者らはナレッジチェインサーチ
は，企業・製造技術マッチングの支援に関し有用である
と考えている。本検索システムは単に言辞の共有に基づ
くデータシートの連鎖を発見しているのみで，発見され
たデータシート連鎖の意味を理解していないが，システ
ムにより提示された技術データ・企業プラファイルデー
タの連鎖を閲覧する産業コーディネータやユーザが，無
意識のうちに自身で意味付けを行い，操作を通じた検索
システムとのインタラクションにより新たな技術・企業
マッチングの着想を得ることができる。
. ナショナルプロジェクトの採択結果を利用した
マッチングシステムの評価
中国経済産業局所轄内において実施された経済産業省
平成13年度補正予算～平成17年度地域新生コンソーシ
アム研究開発事業（合計58プロジェクト，のべ203社が
参加）について，企業間連携のコーディネイト成功例と
考え，これらの採択例を利用して，本システムを評価す
ることを試みた。採択事業に参加した企業について調査
したところ，のべ60社について本マッチングシステム
に企業プロファイルデータの登録があった。各プロジェ
クト毎の登録企業の参加数実績について調査したところ
表 1 の通りとなった。中国経済産業局所轄内が山陽・
山陰地域を含む広いエリアにわたるのに対し，筆者らの
データベースは山陽地域の企業を中心としているためで
ある。表 1 に示した参加企業のうち，1 社を除く残り 2
または 3 社の企業データプロファイルシート間の突合
せ検索を行い，始めに除いた 1 社が検索結果に含まれ
るか確認した（合計 4×1＋3×3＝13パターン）ところ，
全ての組み合わせが検索結果に含まれていることを確認
した。
. ま と め
筆者らが提案するナレッジチェインサーチ（突合せ検
索）システムを，企業マッチングデータベース，加工技
術データベースに適用し，両者のインテグレーションを
試みた。ナレッジチェインサーチは「風が吹けば桶屋が
儲かる」式に，2 つ以上の WEB ベースのデータシート
の技術トピック間を繋ぐ知識の連鎖（ナレッジチェイン）
を他データシート群の検索結果の形式で発見する仕組み
であり，データシート文書を WEB ロボットが巡回し，
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各文書の連関関係を自動的にデータベース化する。ナレ
ッジチェインサーチシステムはこのデータベースを利用
して，ユーザが指定する二つ以上のデータシートの連関
をデータシートの繋がり（ナレッジチェイン）の形で検
索する。企業―技術間，技術―技術間，企業―企業間の
マッチングにおいて，企業・技術の連関を調査すること
ができ，開発に必要な技術や企業，開発ターゲットの調
査に援用することができる。本システムは単純に言辞の
共有に基づいたデータシート連鎖の探索をしているだけ
であって，発見された連鎖には無意味なものも含まれ
る。従って，連鎖の意味の解釈は実際には計算機ではな
くユーザが行っており，検索結果とユーザのバックグラ
ウンド知識の無意識的なインタラクションによって，は
じめてユーザにとって意味のあるナレッジチェインとな
る。
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